
• CFOを務めさせていただいております、矢野と申します。

• 本日は私から、８月5日13時15分に東証適時開示および当社WEBサイトで発表いたしました、2021年度第1四
半期決算につきまして、ご報告申し上げます。

• お手元に「決算短信」、「2022年3月期決算補足資料」、「2021年度 第1四半期決算報告」をご用意ください。

• 主に、「第1四半期決算報告」に沿って説明しますので、よろしくお願いいたします。
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• それでは、2021年度第1四半期業績について、ご報告します。スライド1をご覧ください。

• 2021年度は、「Make A Fresh Start」のコンセプトの下、まさに中長期成長戦略の初年度としてフレッシュスタート
を切り、3つの成長戦略と組織・人材の変革のスタートダッシュを切る年となります。

• COVID-19からの学びを活かし、Digitalの最大活用によって働き方のみならず事業構造自体を“ニューノーマル”へと
シフトさせ、また、生活者の行動や意識変容に的確に対応していくことで、COVID-19禍で生じた需要増大を持続的
な成長ドライバーへと転嫁させていきます。
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• スライド２は、2021年度 第1四半期の決算ハイライトです。

• まず、決算短信等に表示させて頂いている「決算開示ベース」ですが、売上収益はCOVID-19の影響が大きかった前
年同期の影響を控除する前であっても、国内事業・海外事業ともに増収となり、全体で前期比9.9％増収の1,325
億円となりました。 一方で、既存事業コア営業利益につきましては、前年同期のCOVID-19影響の反動により、ほぼ
全事業セグメントで減益となり、前期比22.9%減益の132億円となりました。

• 次に、今年度から新たな指標として導入させて頂いている「為替一定・COVID-19控除後ベース」では、売上収益が
「国内その他」セグメントを除く全セグメントで増収、連結ベースで+17.6％の成長となり、1,304億円で着地しました
。 また、既存事業コア営業利益は、前期比利益成長率が連結ベースで+20.5%となり、中長期目標水準である
Mid-single Digit、および今年度の計画である+12.2％の水準を大きく超え、「Make A Fresh Start」に向けて
順調な立ち上がりとなりました。
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• スライド３は2021年度第1四半期の決算サマリーです。

• 左側の欄は「決算開示ベース」ですが、先ほどご説明させて頂いた通り、③の欄になりますが、増収・減益となりましたが
、COVID-19前の2019年度対比では、⑥の欄の通り、CAGRが全項目において２ケタの伸びと、高い成長を維持
しており、利益率も改善しております。

• 右側の欄は、「為替一定、前期COVID-19影響控除後ベース」となります。

• 売上収益は、前期比195億円、17.6%増収の1,304億円となりました。

• 既存事業コア営業利益は前期比22億円・20.5%増益の131億円、営業利益は前期比20億円・18.0％増益の
131億円となり、売上収益・既存事業コア営業利益・営業利益、いずれも前年同期を大きく上回りました。

• これに伴い、既存事業コア営業利益率および営業利益率はともに10.1％となりました。
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• スライド4はセグメント別の売上収益の実績です。

• 左側の欄「決算開示ベース」では、「国内即席めん事業」および「国内その他」が減収となりましたが、昨年同期が
COVID-19需要でハードルが高かった中、国内事業全体および海外事業全体のいずれにおいても増収となり、連結
全体でも増収を達成しております。

• また、2019年度との比較でも、⑥の欄にお示ししている通り、全事業セグメントで高い水準の成長を維持しております
。

• これは、COVID-19の期間を経て、当社の製品への需要が着実にグローバルベースで拡大していることを示しているも
のと考えています。

• 次に、右側の欄「為替一定、前期COVID-19影響控除後ベース」をご覧ください。

• 国内即席めん事業は前期比17億円・3.2％増収の560億円、国内非即席めん事業は前期比114億円・44.1％
増収の373億円、国内事業全体は前期比124億円・15.3％増収の938億円となりました。

• また、海外事業は前期比71億円・24％増収の366億円で着地し、国内その他を除く全てのセグメントで前期を大き
く上回り、増収となりました。

• なお、2021年度より、IR上のセグメントとして新たに「新規事業」セグメントを新設し、また、湖池屋連結子会社化に
伴い菓子事業のグループシナジーをより強めていく意味合いにて、これまで「菓子・飲料事業」としていたセグメントから、
「飲料事業」を「低温事業」に移管し「低温・飲料事業」セグメントにすることで、「菓子事業」セグメントを個別開示し
ております。

• これにより、菓子事業には、湖池屋の新規連結化に伴う上乗せ効果が含まれております。
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• スライド５は、為替一定、前期COVID-19影響控除後のセグメント別売上収益の詳細です。

• 日清食品は、前期比＋2%・9億円増収の466億円となりました。カップめんは、「カップヌードルPRO」、「U.F.O.」が
好調で、袋めんは、「爆裂辛麺」などのPrime袋めんカテゴリーが堅調に推移し、「その他」ジャンルでは、「カレーメシ」
などライスカテゴリーが好調でした。

• 明星食品は、前期比+9％・8億円増収の94億円となりました。 カップめんは、新ブランド「麺神」が貢献し、袋めんは
、宮崎辛麺が躍進した「チャルメラ」が伸びをけん引しました。

• 低温・飲料事業は、チルド事業が「行列のできる店のラーメン」等、主力ブランドが堅調に推移し、前期比10％の増
収となりました。冷凍事業は、市販用商品が引き続き好調を維持し、前期比11%の増収となりました。日清ヨークは
、「ピルクル400」を新発売し、65mlを中心に堅調に推移しましたが、ドリンクヨーグルトの苦戦が影響し、4％の減収
となりました。この結果、低温・飲料事業では、前期比14億円増収の202億円となりました。

• 菓子事業では、昨年12月に新規連結した湖池屋分が純増し、日清シスコが前期比10％の増収、ぼんちが前期比
３％の減収となり、「菓子事業」セグメントでは、前期比100億円増収の171億円となりました。

• 米州地域は、米国はプレミアム商品が好調に推移し前期比41％の増収、メキシコは主力商品の「CUP NOODLES
」を中心に販売好調で前期比14％の増収、ブラジルは内食需要増および給付金の継続、更には昨年度の値上げ
効果もあり、前期比49％の増収となり、「米州地域」セグメントでは前期比57億円増収の195億円となりました。

• 中国地域は、前期比２億円増収の114億円となりました。香港は国内即席めんは販売増に転じ、また、卸売業の
MCMSは業務用ルートも回復し、上昇に転じましたが、輸出の落ち込み等により、前期比２％の減収となりました。ま
た、大陸は、「カップヌードル」群の販売ボリュームの増加などにより、前期比４％の増収となりました。

• アジア地域は、インドを除くすべての地域で増収となり、前期比４億円増収の32億円となりました。

• EMEA地域は、「CUP NOODLES」「Soba」「Demae Ramen」ブランドが好調に推移し、前期比8億円増収の
25億円となりました。
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• スライド６はセグメント別のコア営業利益の実績です。

• まず、左側の欄「決算開示ベース」ですが、コア営業利益は、昨年度のCOVID-19の影響の反動によりほぼ全セグメ
ントで減益となりましたが、2019年度対比のCAGRでご覧頂くと、売上収益と同様、全事業セグメントで堅調な成長
を維持する結果となっております。

• 次に、右側の欄「為替一定、前期COVID-19影響控除後ベース」をご覧ください。

• 国内即席めん事業は前期比21億円・35.2％増益の80億円、国内非即席めん事業では前期比4億円・23.8％
増益の22億円、国内事業全体では前期比28 億円、35.1％増益の108億円となりました。

• 海外は前期比5億円・11％減益の37億円で着地し、これにその他連結調整とグループ関係費用△13億円を加算
した「既存事業コア営業利益」は131億円となります。既存事業全体では今期の計画水準である+12.2％を大きく
超える、＋20.5％の成長となりました。

• 尚、「新規事業」セグメントは△3億円となり、連結コア営業利益は前期比21億円、19.3％増益の128億円となり
ます。
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• スライド7は、為替一定、前期COVID-19影響控除後のセグメント別既存事業コア営業利益の詳細です。

• 日清食品は、売上増加による利益増、販売費の減少や一般管理費の削減により、設備更新などの減価償却費お
よび原材料費・物流費等の増加を吸収し、コア営業利益は20億円の増益となりました。

• 米州地域は、米国は資材コスト・物流費・人件費等の増加の影響で減益、ブラジルは継続する主要原料高の影響
を、販売数量増・昨年度の値上げによる販売単価増で補う形で増益となり、「米州地域」セグメントでは1億円の増
益となりました。

• 中国地域は、４億円の減益となりました。香港は、売上減・原価率増・販売費用増により減益となり、大陸は主力
商品「合味道」が堅調であったものの、原材料高騰による原価率増などにより、減益で着地しています。

• アジア地域は、２億円減益で着地しました。また、このセグメントの持分法適用会社については、タイプレが前期比
△1億円・16％減益の6億円、NURCが前期比+６％増益の２億円となっています。

• EMEA地域は、欧州日清が増益となった一方、持分法適用会社のマルベンは前期比△2億円、37％減益の3億円
となっています。
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• スライド８は、現在、当社が組み入れられているESGインデックスをまとめたものです。

• 今期の進展ですが、2021年6月に、世界の代表的なESG投資指標である「FTSE4Good Index Series」、なら
びに日本企業を対象とした「FTSE Blossom Japan Index」の構成銘柄に初めて選定されました。

• 日清食品グループでは、環境戦略「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」や「カップヌードル DO IT NOW!」プロ
ジェクトのもと、持続可能な社会の実現に向けたさまざまな取り組みを進めています。今回、気候変動や持続可能な
調達、人権尊重などに関する取り組みが高く評価されたことにより、両指標の構成銘柄に選定されたものと認識してお
ります。

• また、この他にも、従来より、「DJSI World」および「DJSI Asia Pacific」、GPIFが採用する他のESG投資指標であ
る「MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数」、「SOMPOサステナビリティ・インデックス」の構成銘柄に選定されてい
ます。

• これからも、日清食品グループは、引き続き持続可能な社会の実現と企業価値の向上に努めまいります。

• 以上にて、2021年度第1四半期の決算について、説明を終わらせていただきます。
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